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［組織］ ［会議体］

社 長

環境経営協議会
［役員協議会］

環境活動推進委員会
［部長会議］

環境管理責任者
［広報部分担役員］

グループ各社
［社長］

グループ各社
環境管理責任者

［役員］

環境リーダー
［課長以上の管理職］

社 員

環境管理責任者（副）
［各部長］

環境リーダー
［各部課長・補佐・担当者］

（電鉄）
EMS監査チームリーダー

［広報部長］
メンバー

［各部課長・補佐］ 社 員

事務局
［広報部企画・環境担当］

グループ社長会

●環境方針設定
●環境目標達成状況の報告

●環境目標作成
●実行計画作成

●環境教育
●計画実行

●目標達成状況チェック
●内部監査の実施

●目標達成のための
　対策・改善策の実行 環境経営協議会

グループ社長会 PlanAct

DoCheck

■ 京王グループEMS推進体制

■ 京王グループEMS推進体制

■ 京王グループ各社の第三者認証取得状況

環境マネジメント

推進体制
　当社では、本社をはじめ鉄道現業を含めたすべての職場にお
いて、国際標準規格ISO14001を参考に独自のEMS（環境マネ
ジメントシステム）を構築・推進し、その活動は環境経営協議会に
て経営層へ報告・承認を受けています。また、京王グループ社長

会を通じてグループ各社に環境マネジメントを徹底しています。
　2016年度も引き続き、低炭素社会・循環型社会・自然共生社
会の実現に向けたレベルアップに努めています。グループ会社で
は、ISO14001を3社、グリーン経営認証を6社、エコアクション
21を1社で取得しています。そのほかの各社は、ISO14001また
はエコアクション21を参考にEMSに取り組んでいます。

分類 会社名

ISO14001 認証取得（3社）
● 京王設備サービス　● 京王建設　● 京王エージェンシー

グリーン経営認証 認証取得（6社）
● 京王電鉄バス　● 京王バス東　● 京王バス中央　● 京王バス南　● 京王バス小金井　● 京王運輸

エコアクション21 認証取得（1社）
● 東京特殊車体

環境報告
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監査・教育
■ EMS内部監査
　当社はEMSの有効性と社員の自覚を確認するため、毎年各部
管理職1人以上のEMS監査員を選出し、新任監査員は有限責任
監査法人トーマツによる専門教育を受けた後、部署間相互による
内部監査を実施しています。

■ 環境教育
　環境意識やEMS理解度の向上など必要性を明確にした上で、
体験を重視した環境教育を実施しています。

中期目標の進捗状況
■ �電車の運転用電力を2020年度に10％削減 

（2012年度比）
　省エネルギー化を図るため、新型VVVFインバータ制御装置
の導入を進めていくほか、車内照明のLED化を順次実施してい
きます。これらの環境施策に継続して取り組むことで、2020年度
における運転原単位（1車両が1km進む際に使用する電力量）を
2012年度比で10％削減することを目指します。2015年度は、
2012年度比約2％削減という結果になりました。

■ 主な教育実績（2015年度）

■ 東京都のCO2排出量削減義務（17%）の達成
　第1計画期間に引き続き、第2計画期間（2015～2019年度の
5カ年）では、照明のLED化等の省エネルギー施策の推進を図る
だけでなく、削減余地の少ないキラリナ京王吉祥寺も含めて各種
クレジット制度の活用や運用方法の改善を図り、部門一体となっ
て目標達成を目指します。2015年度のCO2排出量は59,825 
t-CO2となり、排出基準量の約22％の削減となりました。

名称 時期 対象 人数
京王クリーン
キャンペーン 5月 グループ社員、一般 895名

自然！はっけん！
エコキャンプ 8月 グループ社員、一般 56名

EMS監査員
養成研修 12月 新任監査員 3名

廃棄物管理
勉強会 12月 グループ実務担当者 57名

廃棄物処理施設
視察会 3月 グループ実務担当者 26名

■ 電車の運転用電力削減推移
　 （2012年度の運転原単位を100とした場合）

■ 大規模ビル9物件のCO2排出量削減実績と目標
　（東京都環境確保条例の削減義務　第2計画期間）

※車両の走行に関する性能（理論値）に限定して原単位を算出しています。

※�京王プラザホテル（新宿）、京王プラザホテル八王子、京王プラザホテル多
摩、京王品川ビル、京王八王子明神町ビル、京王百貨店新宿ビル、京王聖蹟桜ヶ
丘ショッピングセンター、京王八王子ショッピングセンター、2017年度から 
キラリナ京王吉祥寺を追加

※「基準値」とは、2002〜2007年度のうち任意の連続した3カ年におけるCO2  

　　排出量の平均値をいいます。

（年度）2012 2015 2020
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（年度）基準年
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2015 2019

（t-CO2）
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80,000

2012年度比
10％削減
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比べ

17％削減

廃棄物処理施設視察会
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■ キラリナ京王吉祥寺
　建物の壁面と屋上を緑化しており、屋上は憩いの場としてもご
利用いただけます。また、壁面の緑化への潅水（かんすい）につい
ては、井戸水を使用することで、貴重な水資源を守っています。
　そのほか、館内の照明にLEDを採用することで、年間を通した
使用電力削減に取り組んでいるほか、氷蓄熱システムを導入し、
電力需要の下がる夜間電力を利用して氷を作り、日中の冷房に
利用することで、夏場のピーク時における省エネルギー化を図っ
ています。

■ メルクマール京王笹塚
　京王重機整備が2015年3月に笹塚駅隣接地に建設した「メ
ルクマール京王笹塚」は、敷地内に地域交流の場として活用でき
る広場を設けているほか、屋上・テラスの緑化など笹塚のシンボ
ルである玉川上水から敷地内へと続く緑のネットワークを作って 
います。
　緑化のほかにも、水平庇と高遮熱断熱ガラスなどを取り入れ、
ヒートアイランド現象軽減などを図っています。

低炭素社会を目指して

電力の削減・CO2排出量削減
■ 電気・ハイブリッドバス
　西東京バスでは、羽村市から運行を受託しているコミュニティ
バス「はむらん」において、定期路線バスでは日本初となる小型電
気バスによる運行を2012年3月から開始しています。
　また、京王電鉄バスグループ・西東京バスでは、2012年から最
も負荷のかかる発進時はモーター動力のみで駆動して燃費を抑
え、減速時は高性能リチウムイオンバッテリーがエネルギーを効
率よく回収するシステムを採用したハイブリッドバスを一部路線
で導入しています。

■ ハイブリッドタクシー・アイドリングストップ車
　京王自動車グループでは、タクシーにハイブリッド車やアイド 
リングストップ車を導入し、エネルギーの効率利用に取り組んで
います。

環境報告

ハイブリッドバス

キラリナ京王吉祥寺

メルクマール京王笹塚

ハイブリッドタクシー
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吉祥寺
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高幡不動現業事務所
（乗務区・施設管理所）
高幡不動車両基地
明大前駅
若葉台駅
メルクマール京王笹塚
相模原市（緑区三井、緑区中野）
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■ LED照明導入
　当社およびグループ各社では、ショッピングセンター・オフィス・ホテルなどの施設において、LED照明を積極的に導入しています。

再生可能エネルギーの活用
　京王グループでは、再生可能エネルギーの活用に積極的に取り組んでいます。

京王聖蹟桜ヶ丘ショッピングセンター B館2階 京王プラザホテル正面玄関ダウンライト、シャンデリア
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■ 太陽光発電の合計発電能力の推移
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をご辞退いただくと、2円引きのサービスを行っています。（一部
店舗およびコンビニ・売店は除く）

■ 車両洗車時の節水
　若葉台工場では、車両や部品の洗浄などに用いる水の使用量
を削減するため、「処理水再利用装置」を導入しています。
　この装置で、使用済みの水の汚れを取り除き、洗浄水などに再
利用しています。現在、洗浄に用いる水の約40%はこの装置によ
り処理されたものです。
　また、若葉台車両基地と高幡不動車両基地では、車両洗浄に
使用する水を従来と比べて約50％削減できる車両洗浄装置を導
入しています。

循環型社会を目指して

資源の有効活用
■ 環境負荷を低減した「リノベーション事業」を展開
　既存の建築物をリニューアル・再生し、魅力ある住宅を供給す
るリノベーション事業は、限られた資源を有効に使いCO2排出量
を削減する、地球環境にやさしい手法です。リビタが手がけた「リ
ノア多摩川CORTE」では、省エネルギー改修を行うことで、ライ
フサイクルCO2※1を70％削減したほか、廃材発生量※2を91％削
減することができました。

※1 �ライフサイクルCO2とは、建物の建設から運用、解体までのライフサイクルを通
じて排出される二酸化炭素（CO2）の量を指します。

※2 �廃材発生量とは、建物を解体した場合に発生する材料を指します。建物が与え
る地球温暖化への影響を評価する指標です。

■ ECOステイ
　京王プレッソインでは、環境保護の一環として「ECOステイ」を
推奨しています。「ECOステイ」は連泊のお客様を対象に、申し出
いただくと、タオルやシーツを交換せずに清掃を行い、クリーニン
グの回数を減らして水資源保護・CO2排出削減を図るものです。 
また、ご協力いただいたお客様には、ミネラルウォーターなどをプ
レゼントしています。

■ エコバッグ・レジ袋削減
　京王百貨店では、エコバッグを販売してお客様にマイバッグご
持参の呼びかけを行っています。なお、収益は日本山岳会「高尾
の森づくりの会」に寄付しています。また、京王ストアでは、レジ袋

0 1000

スクラップ＆ビルド

2000 3000

ライフサイクルCO2の比較

4000[t-CO2］

3000 4000[t-CO2］

2373.5［t-CO2］70.7［%］減

■施工 ■資材製造（設備） ■資材設備（仕上げ） ■資材製造（躯体） ■設計監理 ■解体廃棄

リノベーション

スクラップ＆ビルド

リノベーション

0　　　　1000 2000

廃材発生量の比較

6004.3［t］91.7［%］減

環境報告

京王プレッソイン赤坂

節水型車両洗浄装置

シェアプレイス
聖蹟桜ヶ丘

リノア
東日本橋

TOPICS

　リビタは、シェア型複合施設「the C」、シェア型賃貸住宅
「シェアプレイス聖蹟桜ヶ丘」、一棟丸ごとリノベーション分
譲マンション「リノア東日本橋」「リアージュつくば春日」にて、

「2015年度グッドデザイン賞」を受賞しました。リビタの受賞
は6年連続となります。

リビタのリノベーション4施設が
グッドデザイン賞受賞
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■ 廃食油のリサイクル（京王グループ6社）
　京王グループ6社※は、レストランの調理場などから排出した廃
食油を、石けんにリサイクルしています。2015年度は75事業場
から約210tの廃食油を回収、有効利用しました。
※�京王電鉄、京王百貨店、京王リテールサービス、京王プラザホテル、 

京王レクリエーション、レストラン京王

■ 間伐材を使用したベンチ
　2016年から、一部の駅に木の温かみを感じられる木製ベンチ
を設置しています。

■ 京王百草園の竹灯籠
　京王百草園では、園内にある竹林から孟宗竹（モウソウチク）を
間引きし、その竹を加工しロウソクを入れた灯籠を紅葉が美しい
時期に灯すイベントを開催しています。

■ 緑化廃棄物処理
　京王百草園や京王レクリエーションでは外部会社と協力し、京
王百草園内や桜ヶ丘カントリークラブのコースで発生した緑化廃
棄物（折れ枝・落葉など）を、パルプチップやバイオマスチップに
リサイクルすることで堆肥や燃料として有効利用する取り組みを
行っています。

廃食油
「リサイクル石けん」

のしくみ

廃食油
「リサイクル石けん」

のしくみ

食品廃棄物（廃食油）が発生。
流せば水質汚染、燃やせば
二酸化炭素が発生。
地球温暖化につながります。

収集運搬業者により
回収します。

中間処理施設で脱水・ろ過油脂メーカーにより、
化粧品原料となる高純度な
脂肪酸に再生。

手肌に使える高品質な
リサイクル石けんに
生まれ変わります。

使用済みの
食用油

廃食油を
回収

廃食油を
中間処理高純度な

精製処理

工場にて
製造

リサイクル
石けんを
お届けします！ 1

2

34

5

6

緑化廃棄物
リサイクル
緑化廃棄物
リサイクル

剪定枝を粉砕し、
チップにする

堆肥・バイオマス
燃料の製造

造園・植栽・野菜の
栽培などに利用

バイオマス燃料
として使用

草木の剪定・
伐採

2

34

1

有機堆肥
できた堆肥は

有機堆肥へ商品化

廃食油「リサイクル石けん」

KEIO ECO REPORT
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自然共生社会を目指して

生物多様性の取り組み

■ 森林再生への取り組み  
　2002年から14年間にわたって、公益社団法人日本山岳会

「高尾の森づくりの会」が、裏高尾（小下沢国有林）で行う森林
再生活動を支援しています。2015年までに累計17,000本の
樹木の提供を行うとともに、下草刈りをはじめとした育樹活動を
行っています。
　2014年度からは、高尾山への愛着、環境意識の醸成を目的と
して、新入社員研修にも組み込まれています。

■ 高尾の森親子森林体験スクール
　森林再生活動を支援している裏高尾において、公益社団法人
日本山岳会「高尾の森づくりの会」と協力し「高尾の森 親子森林
体験スクール」を開催しています。このスクールは小学4年生から
高校生のお子様と保護者の方に、植樹や下草刈り作業の体験、
植物や水生生物の観察など自然との触れ合いを通じて、森の大
切さを学んでいただいています。

■ 京王クリーンキャンペーン
　1991年から沿線地域の環境保全を目的に、毎年高尾山や 
多摩川の清掃活動を行っています。
　2016年5月には、多摩川で清掃活動のほかに稚鮎約1,000匹
の放流を行い、一般のお客様と京王グループ社員合わせて879
人が参加しました。
　2015年には、高尾山で清掃活動とゴミ持ち帰りの啓発活動を
実施しました。

京王高尾線

聖蹟桜ヶ丘

京王
多摩センター

小山田緑地
里地里山の保全

高尾山口
京王相模原線

多摩川

一丁平園地
植樹地の維持管理

景信山

御岳山

城山

親子森林体験スクール

エコキャンプ

植樹活動

苗木
プロジェクト

高尾山

稚鮎の放流と
京王クリーンキャンペーン

京王クリーン
キャンペーン

レンゲショウマ保全

景信山

御岳山

城山 高尾山

一丁平園地

京王高尾線 聖蹟桜ヶ丘

京王多摩センター

小山田緑地小山田緑地

高尾山口
京王相模原線

多摩川

植樹地の維持管理

植樹活動

親子森林体験スクール
エコキャンプ

レンゲショウマ保全

苗木プロジェクト

里地里山の保全

京王クリーンキャンペーン

稚鮎の放流と
京王クリーンキャンペーン

環境報告

京王クリーンキャンペーン（多摩川）

水生生物の観察の様子

高尾山口駅でのゴミ持ち帰りの啓発活動
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種子から育てる苗木プロジェクト
　「種子から育てる苗木プロジェクト」とは、公益社団法人日本山
岳会「高尾の森づくりの会」と京王グループが植樹する苗木を、
地元の小学校とともに育てる活動のことで、2013年に開始しま
した。八王子市立城山小学校を訪問し、児童との種まきをはじめ

環境教育授業、里山に暮らす生き物の痕跡展示、森林作業の道
具説明などを行いました。育成した苗木は2016年3月に城山小
学校の児童、保護者、学校関係者の皆様とともに裏高尾で植樹を
行いました。

TOPICS

　種をまいて学校で育
てていましたが、うまく
育たず大変でした。自
然の難しさを改めて知
りました。

　学校で育てるのも
大変なのに、山に植え
てからの木は自分で育
たないといけないので
もっと大変だと思った。
これから時々高尾山に
行ってちゃんと育ってい
るか見守りたいです。

　低学年の児童がオニグルミの種を植え、3年をかけ
て苗木に育て、高尾の森に植えるプロジェクトに参加
しました。子どもたちは、京王電鉄と高尾の森づくり
の会の人々と一緒にプロジェクトに取り組むことで、
地球環境の尊さと、地道な活動の大切さを知ることが
できました。社会問題に対し自ら行動をおこすことが
できた本プロジェクトは、未来に生きていく子供たち
に、必ず生かされていくと信じています。

参加者コメント

小学校での環境教育授業

苗木の植樹 育成

種まき

成長

八王子市立城山小学校
校長

宗像 武彦 様

KEIO ECO REPORT
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■ レンゲショウマ保全
　御岳登山鉄道は、御岳山に群生し絶滅危惧種に指定されてい
る山野草「レンゲショウマ」の保全活動として、みたけ山観光協会
などと協力し、群生地での下草刈りやハイキングコースの整備を
行っています。

■ 里地里山保全
　京王沿線の多摩丘陵には里地里山の風景や自然が点在してい
ます。そこでは、貴重な動植物に出合えるだけでなく、歴史を伝え
る史跡から、自然と共生していたかつての生活もうかがい知るこ
とができます。
　京王グループではこの里地里山の素晴らしさを知っていただく
ために、散策マップの作成などを通じ、日本の原風景である里地
里山の保全に協力しています。

沿線の緑化
■ 線路脇の緑化
　1991年から、線路脇の雑草には除草剤を使わず、人の手によ
る草刈りを行っています。また、降雨による法面の崩壊を防ぐとと
もに、お客様に沿線風景を楽しんでいただくことを目的として、線
路脇へアジサイ・ツツジ・サザンカなどを植栽し、緑化を進めてい
ます。井の頭線沿線での緑化の取り組みは、「杉並『まち』デザイ
ン賞」を受賞しました。
　また、多摩動物公園駅では、見て楽しめるよう動物の形をした
植栽を植えるなど、景観に配慮した植栽を実施しています。

■ 屋上庭園「ふくにわ」
　2011年3月に開業した「京王リトナード永福町」に併設する屋
上庭園「ふくにわ」は、屋上緑化によるエネルギー使用量削減を目
指すとともに、地域の方の憩いの場としてご利用いただける「み
どりあふれるコミュニティー庭園」です。季節の木々や草花が香る
この庭園は、環境省が主催する「2010年度『みどり香るまちづく
り』企画コンテスト」に入賞しました。

環境報告

ハイキングの様子

レンゲショウマ

多摩動物公園駅にある動物の植栽

『都市のオアシス』に認定
　屋上庭園「ふくにわ」が、公益財団法人都市緑化機構主催の
2015年度SEGES（社会・環境貢献緑地評価システム）認定緑
地に選ばれました。地域の公園機能を代替する場所であるこ
と、地域のコミュニティー庭園として利用されていること、線路
脇を含めた井の頭線というエリアで緑化を展開していること、
などが評価されました。

　当社は京王リトナード永福町の屋上庭園「ふくにわ」
で植栽管理やイベントの運営を行っております。環境へ
の配慮だけでなく、花や緑を使ったワークショップやコン
サート等のイベントを行い、地域の方々に喜ばれる空間
となっていることが高い評価を受けています。今後も、
都心部を走る井の頭線での
緑化活動を通し、地域にとけ
こむ美しい環境づくりに貢献
してまいります。

東邦レオ株式会社 
グリーンタウン事業

堀川 範幸 様

TOPICS

線路脇の緑化
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フラット

そのほかの取り組み
■ 電車の走行音の低減
　車輪の振動を自動的に検出するセンサーを京王線・井の頭線
に各1カ所設置し、騒音・振動を早期に発見・改善しています。

雨天時などのブレーキ中に車輪
がロックしてレール上を滑ると平
らな部分（フラット）ができ、騒音・
振動のもとになります。

フラットによって生じる車輪
の振動を自動的にセンサー
で検知し、すぐに車両基地
へデータが転送されます。

車両基地で車輪の削正や交換
を行いフラットをなくし、騒音・
振動・乗り心地を改善します。

車両基地で
データ処理

自動検知センサー

車輪の削正

　鉄道事業部門では、車両の省エネルギー化を図るため、京王線8000
系および井の頭線1000系車両において新型ＶＶＶＦインバータ制御装
置の導入を進めているほか、車内照明のＬＥＤ化を順次実施しています。
　2018年春に運行開始を予定している座席指定列車にあわせて導入
する新型車両「5000系」では、新型ＶＶＶＦインバータ制御装置やLED照
明に加えて、車上蓄電池システム※を導入します。

※車上蓄電池システム
　�電車がブレーキをかけた際に発生する回生電力を車両に搭載した蓄電池に充電し、電

車が走行する際の電力として供給するシステム。

■ CSR・環境コミュニケーション
　京王グループの活動に関する情報は、以下の媒体で公表して
います。

CSRレポート

京王HP

京王ニュース

8000系

新型車両「5000系」

ポスター

IR誌

TOPICS 車両の省エネルギー化の推進

KEIO ECO REPORT
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環境関連データ

環境負荷の把握
　当社には「鉄道事業部門」、土地・建物の賃貸・販売を行う「開発事業部門」、会社全般の管理業務を行う「一般管理部門」があります。それ
ぞれの事業特性に応じて、資源の使用（インプット）とCO2・廃棄物の排出（アウトプット）を定量的に把握し、企業活動に役立てています。

環境報告

■ 2015年度の環境負荷レビュー

集計対象は、電車の運行、駅および現業事務所です。
CO2排出量は前年度に比べ2.0％減少しました。
廃棄物排出量は工事の増加等により、前年度に比べ5.9％増加しました。

  鉄道事業部門
電力使用量
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廃棄物排出量　（　）は前年度比

電力 293,419千kWh

都市ガス 205千m3

LPG 4t

石油燃料系 41㎘

水 376千m3

CO2 149,000t-CO2

廃棄物 2,252t

INPUT OUTPUT

集計対象は、東京都環境確保条例に基づく大規模8事業所です。
CO2排出量については、電力使用量自体は微増だったものの、東京都環境
確保条例による電力用のCO2排出係数の大幅な増加により、前年度に比
べ、22.8％増加しました。

  開発事業部門

電力 92,489千kWh

都市ガス 1,908千m3

石油燃料系 10kℓ

熱 171,739GJ

水 991千m3

CO2 59,825t -CO2

廃棄物 6,401t

INPUT OUTPUT

集計対象は、本社ビルおよび福利厚生施設です。
CO2排出量については、電力使用量自体は減少したものの、東京都環境確
保条例による電力用のCO2排出係数の大幅な増加により、前年度に比べ
20.4％増加しました。

  一般管理部門

電力 1,338千kWh

都市ガス 25千m3

水 14千m3

CO2 709t -CO2

廃棄物 92t

INPUT OUTPUT
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環境会計
　環境保全に向けて、2015年度は約55億円の環境投資・費用を行使しました。
　当社は、環境負荷の低減に向けて、列車の騒音振動防止や、駅施設やオフィスビル・店舗などへの高効率照明をはじめとした環境配慮
設備の導入による省エネルギー化、廃棄物の分別・リサイクルなどのレベルアップに向けて、環境投資を継続しています。
　2015年度は、新型VVVFインバータ制御装置の導入など省エネルギー化を推進したほか、京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差
事業の投資額が増加したことなどにより、環境投資・費用についても全体で前年度比13.8％の増加となりました。

※PASMOは、株式会社パスモの登録商標です。

■ 2015年度の環境保全コスト（投資・費用額）

内容 主な取り組み 具体的な内容 投資 費用

（1）事業エリア内コスト 3,270 2,157

　  ①公害防止コスト
●騒音振動防止
●大気汚染防止
●水質汚濁防止

◎連続立体交差化　◎ロングレール更換
◎草刈　◎低VOC塗料
◎浄化槽点検・清掃

1,543 680

　  ②地球環境保全コスト 
●省エネルギー化
●モーダルシフト
●オゾン層破壊防止

◎新型VVVFインバータ制御装置導入　◎照明LED化
◎エレベーター新設　
◎ノンフロン空調機更新

1,406 188

　  ③資源循環コスト
●廃棄物減量
●廃棄物処理・処分
●廃棄物リサイクル

◎PASMO※関連費用
◎駅清掃費　◎車両清掃費
◎節水型トイレ化　◎本社ビル清掃・リサイクル

321 1,289

（2）管理活動コスト
●景観保持
●自然保護・緑化
●教育・啓発

◎植栽管理
◎環境報告書制作　◎環境啓発ポスター制作 0 114

（3）社会活動コスト
●自然保護・緑化
●環境保全の寄付
●社会的取り組み

◎京王クリーンキャンペーン　
◎植樹活動・保全・支援　◎親子森林体験スクール 0 3

合計 3,270 2,274

コスト総計 5,544

［対象期間］
2015年4月1日〜2016年3月31日

［対象範囲］
当社の鉄道事業部門、開発事業部門、一般管理部門で発生した環境保全 
コストを対象としています。

（京王グループ各社で発生したコストは含んでいません）

［算定基準］
1. �｢環境省環境会計ガイドライン（2005年版）」および「民鉄事業環境会計

ガイドライン（2008年版）」を参考に集計しています。
2. 環境保全コストとして確実に把握したもののみ計上しています。
3. 減価償却費は計上していません。

■ �環境保全コストの推移

営業収益に対する割合
（　）は前年度比

（年度）
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（▲9.1％）
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（13.8％）
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CSRアクションプラン

　京王グループでは、CSR活動をより深化させていくために、
「企業統治」「安全」「社会」「環境」における重要テーマに取り組んでいます。
それぞれ中期目標とアクションプランを立てて推進しています。

CSR項目 重要テーマ 中期目標 2015年度実績 2016年度のアクションプラン

企業統治

コーポレート・ガバナンス コーポレート・ガバナンス、内部統制システムの充実・強化の推進 「コーポレート・ガバナンス基本方針」の制定や、改正会社法の趣旨を踏まえて
「京王グループ内部統制システムに関する基本方針」を改定 コーポレート・ガバナンス、内部統制システムの充実・強化を継続推進

コンプライアンス コンプライアンス意識浸透策の実施、法改正等への対応
階層別研修・ｅラーニング等による従業員教育を実施、コンプライアンス・トピックス等による各種
啓発活動を実施 コンプライアンス意識浸透策、法令改正への対応等を継続実施
新法制定・法令改正情報の周知・適切な対応策を実施

リスクマネジメント・情報セキュリティ

グループ共通リスク対策重点項目等への対策や啓発活動の推進

グループ共通リスク対策重点項目の策定および対応策の検討・実施、不正行為防止に向けた情報
共有の実施

グループ共通リスク対策重点項目等への対応を継続実施
全取引先に対して、反社会的勢力の排除に関する覚書の締結や反社会的勢力チェックなどの実施
完了

事業継続計画（BCP）の展開 グループ防災情報連絡会を２回実施し、BCP策定状況や安否確認方法などについて情報を共有 グループ全体での防災体制整備を継続実施

セキュリティリスク対策などのIT統制を着実に実施　 情報セキュリティインシデントの収束までを統括管理する専任担当（CSIRT）を創設 グループ内インシデント収束対応の標準化
情報管理基本方針を改定し、京王電鉄内の業務システムを含むセキュリティリスク対応を一元化 PDCAサイクルの確立と、情報管理基本方針の下位規定の整備

安全

事故や輸送障害の未然防止 「安全に関する基本方針」の徹底
有責事故０件、輸送障害発生件数20件（対前年度 16件減）
職場巡視や意見交換会の場での安全に関するメッセージの発信

「安全ポスター」の展開、「安全講演会」「京王失敗学会」「小集団活動発表会」等の開催

有責事故ゼロと輸送障害発生件数の前年度比削減
左記施策の継続実施およびトラブル等の原因分析と対策の検討

「事故展示室」のリニューアル、「安全ポータルサイト」の構築
現場の声や他社の先進的な取り組みを幅広く収集 ホームベンチの配置変更、温水式ポイント融雪器の導入 他社の先進的な取り組みを収集するなどさらなる安全対策を検討

人材育成・活用 自ら知識・技能の習得に努め、安全・安心・快適な鉄道であるための使命を果たせる人材の育成 「事故の聞き取り調査手法研修」「鉄道部門外の社員への安全教育」などを実施 階層別の研修・教育の継続実施、管理職層のマネジメント能力強化

中長期施策の推進 京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の推進 用地取得や設計業務を実施 用地取得や設計業務を実施
下北沢駅改良工事の推進 盛土部の高架橋化工事を実施 小田急線との乗り換え通路の工事を推進

減災対策

鉄道施設のさらなる耐震化
新宿ずい道中柱の耐震補強工事の完了
高架橋、盛土区間の耐震補強工事を実施、コンクリート製の電力柱をより耐震性の高い鋼管柱に
更新

新線新宿ずい道の耐震補強工事を実施
高架橋、盛土区間の耐震補強工事および、電力柱を鋼管柱に更新す
る工事を継続実施

異常気象への対応
雨量計を増設し気象状況の観測体制を強化
大雨による土砂災害の防止対策として、高尾線の線路脇斜面を防護する工事を実施
雷害対策として電気機器の耐雷性向上工事を実施
大雪対策として排雪板を装備した事業用車両を新造

自然災害対策を継続実施

安全対策・老朽化対策 ホーム安全対策の推進 飛田給駅下りホームおよび渋谷駅終端部に固定柵を設置
吉祥寺駅でホームドアの使用開始 新線新宿駅、渋谷駅へのホームドア整備にむけた設計業務を実施

踏切安全対策の推進 踏切障害物検知装置をより高い精度で検知できる装置に更新 踏切障害物検知装置の高精度化を継続推進

社会

お客様の利便性・快適性の向上

駅改良工事の実施 初台駅中央口改札内へのエレベーター設置工事を推進
京王八王子駅西口トイレに「だれでもトイレ」を増設、初台駅中央口トイレに「だれでもトイレ」を新設 初台駅中央口改札内へのエレベーター設置工事の完了

車両のリニューアル 京王線8000系3編成、井の頭線1000系1編成のリニューアル工事を実施 京王線8000系3編成、井の頭線1000系3編成のリニューアル工事
を実施

行先案内板のマルチカラー化 笹塚駅・南大沢駅・橋本駅の行先案内板を従来の４色表示からマルチカラー化 飛田給駅・高幡不動駅・吉祥寺駅の行先案内板を従来の４色表示から
マルチカラー化

液晶画面を用いた車内案内表示器の2画面化 井の頭線1000系1編成に導入 京王線9000系7編成、井の頭線1000系3編成に導入
地域社会・行政との連携 行政と連携し、地域の活性化を支援 コミュニティバスの運行受託や、PFI事業の受託によって、利便性の高い街づくりに貢献 コミュニティバスの運行受託や、PFI事業の受託を継続実施

お客様との対話 様々なお客様にとって分かりやすい情報の発信 鉄道・バスの交通系情報とグループ情報をオールインワンで配信するスマートフォンアプリを公開 訪日外国人向けに中部地方インフォメーションプラザ in 京王新宿を
開業

多世代が生活しやすい沿線づくり

高齢者事業の展開 チャームスイート京王聖蹟桜ヶ丘竣工、スマイラス聖蹟桜ヶ丘着工 チャームスイート京王聖蹟桜ヶ丘、スマイラス聖蹟桜ヶ丘を開業
生活支援事業の拡大 空き家巡回サービスを開始 生活支援事業を継続実施

子育て支援事業の展開 京王アンフィール国領、京王ママスクエア聖蹟桜ヶ丘ＳＣ店を開設 京王キッズプラッツ国領開設・一時預かり保育開始
事業所内保育所（サクラさーくる）にて地域のお子様の預かりを開始

地域社会への貢献
京王アカデミープログラム（文化・教育・子育て支援イベント）の実施 京王キッズおしごと隊、髙尾山峰中修行体験合宿、子育てサロン、沿線めぐり、講演会等のプログ

ラムを開催 京王アカデミープログラムを継続実施

チャリティイベント・スポーツ振興・産学連携 京王駅伝フェスティバル・京王音楽祭等のチャリティイベントを開催
京王少年少女サッカー・京王ウインターテニス等のスポーツイベントへの協賛 主催イベントや文化イベント協賛を継続実施

株主・投資家の皆様との対話 株主・投資家の皆様に分かりやすい情報開示の推進 アナリスト向け決算説明会（年2回）の開催等適切な情報開示の実施や対話機会の設定 継続して適切な情報開示を実施、対話機会を設定

人材の活用と働きやすい職場づくり

ワーク・ライフ・バランスの推進 産休・育休取得者数28人 働きやすい職場環境・制度の検討を継続実施

管理職における女性比率を2021年度末までに2016年4月比で5割増 公正な管理職登用を実施
公正な管理職登用を継続実施
女性総合職の新卒採用人数を総合職新卒採用人数全体の30％以上
にする

障がい者が能力を発揮できる職場環境の整備と障がい者雇用の推進 障がい者雇用率2.5％ 障がい者雇用を継続推進

環境

低炭素社会を目指して

新型ＶＶＶＦインバータ制御装置の導入 京王線8000系と井の頭線1000系に１編成ずつ新型ＶＶＶＦインバータ制御装置を導入 京王線8000系3編成、井の頭線1000系3編成に導入
駅舎補助電源装置の導入 駅舎補助電源装置を高幡不動駅に導入 駅舎補助電源装置を北野駅に導入

照明の省エネルギー化 井の頭線車内照明のLED化完了、駅構内・ホテル・ショッピングセンター等の照明ＬＥＤ化を推進 照明のLED化を継続実施
駅照明の照度を天候にあわせて自動制御する装置を導入

循環型社会を目指して 間伐材を使用したベンチの導入 笹塚駅・京王多摩センター駅に導入 明大前駅などに導入

自然共生社会を目指して
高尾山エリアにおける植樹活動の継続 累計植樹本数17,000本 累計植樹本数17,030本（植樹から育樹活動へ移行）

環境イベントの実施 京王クリーンキャンペーン、苗木プロジェクト、高尾の森 親子森林体験スクール等環境教育プログ
ラムを実施 環境教育プログラムの継続実施
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CSR項目 重要テーマ 中期目標 2015年度実績 2016年度のアクションプラン

企業統治

コーポレート・ガバナンス コーポレート・ガバナンス、内部統制システムの充実・強化の推進 「コーポレート・ガバナンス基本方針」の制定や、改正会社法の趣旨を踏まえて
「京王グループ内部統制システムに関する基本方針」を改定 コーポレート・ガバナンス、内部統制システムの充実・強化を継続推進

コンプライアンス コンプライアンス意識浸透策の実施、法改正等への対応
階層別研修・ｅラーニング等による従業員教育を実施、コンプライアンス・トピックス等による各種
啓発活動を実施 コンプライアンス意識浸透策、法令改正への対応等を継続実施
新法制定・法令改正情報の周知・適切な対応策を実施

リスクマネジメント・情報セキュリティ

グループ共通リスク対策重点項目等への対策や啓発活動の推進

グループ共通リスク対策重点項目の策定および対応策の検討・実施、不正行為防止に向けた情報
共有の実施

グループ共通リスク対策重点項目等への対応を継続実施
全取引先に対して、反社会的勢力の排除に関する覚書の締結や反社会的勢力チェックなどの実施
完了

事業継続計画（BCP）の展開 グループ防災情報連絡会を２回実施し、BCP策定状況や安否確認方法などについて情報を共有 グループ全体での防災体制整備を継続実施

セキュリティリスク対策などのIT統制を着実に実施　 情報セキュリティインシデントの収束までを統括管理する専任担当（CSIRT）を創設 グループ内インシデント収束対応の標準化
情報管理基本方針を改定し、京王電鉄内の業務システムを含むセキュリティリスク対応を一元化 PDCAサイクルの確立と、情報管理基本方針の下位規定の整備

安全

事故や輸送障害の未然防止 「安全に関する基本方針」の徹底
有責事故０件、輸送障害発生件数20件（対前年度 16件減）
職場巡視や意見交換会の場での安全に関するメッセージの発信

「安全ポスター」の展開、「安全講演会」「京王失敗学会」「小集団活動発表会」等の開催

有責事故ゼロと輸送障害発生件数の前年度比削減
左記施策の継続実施およびトラブル等の原因分析と対策の検討

「事故展示室」のリニューアル、「安全ポータルサイト」の構築
現場の声や他社の先進的な取り組みを幅広く収集 ホームベンチの配置変更、温水式ポイント融雪器の導入 他社の先進的な取り組みを収集するなどさらなる安全対策を検討

人材育成・活用 自ら知識・技能の習得に努め、安全・安心・快適な鉄道であるための使命を果たせる人材の育成 「事故の聞き取り調査手法研修」「鉄道部門外の社員への安全教育」などを実施 階層別の研修・教育の継続実施、管理職層のマネジメント能力強化

中長期施策の推進 京王線（笹塚駅～仙川駅間）連続立体交差事業の推進 用地取得や設計業務を実施 用地取得や設計業務を実施
下北沢駅改良工事の推進 盛土部の高架橋化工事を実施 小田急線との乗り換え通路の工事を推進

減災対策

鉄道施設のさらなる耐震化
新宿ずい道中柱の耐震補強工事の完了
高架橋、盛土区間の耐震補強工事を実施、コンクリート製の電力柱をより耐震性の高い鋼管柱に
更新

新線新宿ずい道の耐震補強工事を実施
高架橋、盛土区間の耐震補強工事および、電力柱を鋼管柱に更新す
る工事を継続実施

異常気象への対応
雨量計を増設し気象状況の観測体制を強化
大雨による土砂災害の防止対策として、高尾線の線路脇斜面を防護する工事を実施
雷害対策として電気機器の耐雷性向上工事を実施
大雪対策として排雪板を装備した事業用車両を新造

自然災害対策を継続実施

安全対策・老朽化対策 ホーム安全対策の推進 飛田給駅下りホームおよび渋谷駅終端部に固定柵を設置
吉祥寺駅でホームドアの使用開始 新線新宿駅、渋谷駅へのホームドア整備にむけた設計業務を実施

踏切安全対策の推進 踏切障害物検知装置をより高い精度で検知できる装置に更新 踏切障害物検知装置の高精度化を継続推進

社会

お客様の利便性・快適性の向上

駅改良工事の実施 初台駅中央口改札内へのエレベーター設置工事を推進
京王八王子駅西口トイレに「だれでもトイレ」を増設、初台駅中央口トイレに「だれでもトイレ」を新設 初台駅中央口改札内へのエレベーター設置工事の完了

車両のリニューアル 京王線8000系3編成、井の頭線1000系1編成のリニューアル工事を実施 京王線8000系3編成、井の頭線1000系3編成のリニューアル工事
を実施

行先案内板のマルチカラー化 笹塚駅・南大沢駅・橋本駅の行先案内板を従来の４色表示からマルチカラー化 飛田給駅・高幡不動駅・吉祥寺駅の行先案内板を従来の４色表示から
マルチカラー化

液晶画面を用いた車内案内表示器の2画面化 井の頭線1000系1編成に導入 京王線9000系7編成、井の頭線1000系3編成に導入
地域社会・行政との連携 行政と連携し、地域の活性化を支援 コミュニティバスの運行受託や、PFI事業の受託によって、利便性の高い街づくりに貢献 コミュニティバスの運行受託や、PFI事業の受託を継続実施

お客様との対話 様々なお客様にとって分かりやすい情報の発信 鉄道・バスの交通系情報とグループ情報をオールインワンで配信するスマートフォンアプリを公開 訪日外国人向けに中部地方インフォメーションプラザ in 京王新宿を
開業

多世代が生活しやすい沿線づくり

高齢者事業の展開 チャームスイート京王聖蹟桜ヶ丘竣工、スマイラス聖蹟桜ヶ丘着工 チャームスイート京王聖蹟桜ヶ丘、スマイラス聖蹟桜ヶ丘を開業
生活支援事業の拡大 空き家巡回サービスを開始 生活支援事業を継続実施

子育て支援事業の展開 京王アンフィール国領、京王ママスクエア聖蹟桜ヶ丘ＳＣ店を開設 京王キッズプラッツ国領開設・一時預かり保育開始
事業所内保育所（サクラさーくる）にて地域のお子様の預かりを開始

地域社会への貢献
京王アカデミープログラム（文化・教育・子育て支援イベント）の実施 京王キッズおしごと隊、髙尾山峰中修行体験合宿、子育てサロン、沿線めぐり、講演会等のプログ

ラムを開催 京王アカデミープログラムを継続実施

チャリティイベント・スポーツ振興・産学連携 京王駅伝フェスティバル・京王音楽祭等のチャリティイベントを開催
京王少年少女サッカー・京王ウインターテニス等のスポーツイベントへの協賛 主催イベントや文化イベント協賛を継続実施

株主・投資家の皆様との対話 株主・投資家の皆様に分かりやすい情報開示の推進 アナリスト向け決算説明会（年2回）の開催等適切な情報開示の実施や対話機会の設定 継続して適切な情報開示を実施、対話機会を設定

人材の活用と働きやすい職場づくり

ワーク・ライフ・バランスの推進 産休・育休取得者数28人 働きやすい職場環境・制度の検討を継続実施

管理職における女性比率を2021年度末までに2016年4月比で5割増 公正な管理職登用を実施
公正な管理職登用を継続実施
女性総合職の新卒採用人数を総合職新卒採用人数全体の30％以上
にする

障がい者が能力を発揮できる職場環境の整備と障がい者雇用の推進 障がい者雇用率2.5％ 障がい者雇用を継続推進

環境

低炭素社会を目指して

新型ＶＶＶＦインバータ制御装置の導入 京王線8000系と井の頭線1000系に１編成ずつ新型ＶＶＶＦインバータ制御装置を導入 京王線8000系3編成、井の頭線1000系3編成に導入
駅舎補助電源装置の導入 駅舎補助電源装置を高幡不動駅に導入 駅舎補助電源装置を北野駅に導入

照明の省エネルギー化 井の頭線車内照明のLED化完了、駅構内・ホテル・ショッピングセンター等の照明ＬＥＤ化を推進 照明のLED化を継続実施
駅照明の照度を天候にあわせて自動制御する装置を導入

循環型社会を目指して 間伐材を使用したベンチの導入 笹塚駅・京王多摩センター駅に導入 明大前駅などに導入

自然共生社会を目指して
高尾山エリアにおける植樹活動の継続 累計植樹本数17,000本 累計植樹本数17,030本（植樹から育樹活動へ移行）

環境イベントの実施 京王クリーンキャンペーン、苗木プロジェクト、高尾の森 親子森林体験スクール等環境教育プログ
ラムを実施 環境教育プログラムの継続実施



74 京王電鉄株式会社

京王電鉄の概要

京王電鉄路線図

 京王電鉄（鉄道）
 京王電鉄バスグループ

　　京王電鉄バス
　　京王バス東
　　京王バス中央
　　京王バス南
　　京王バス小金井
 西東京バス
 京王自動車（京王自動車グループ）
 京王運輸
 御岳登山鉄道※

 京王プラザホテル
 京王プラザホテル札幌
 京王プレッソイン
 京王観光
 京王エージェンシー
 京王レクリエーション
 レストラン京王
 京王コスチューム※

 フレッシュティージャパン※

  運輸業   レジャー・サービス業

  流通業

  その他業

  不動産業

 京王電鉄（ショッピングセンター）
 京王百貨店
 京王ストア
 京王書籍販売
 京王パスポートクラブ
 京王アートマン
 京王食品
 京王グリーンサービス
 エリート※

 京王友の会※

 京王設備サービス
 京王重機整備（車両整備）
 東京特殊車体
 京王建設
 京王ITソリューションズ
 京王アカウンティング
 京王ビジネスサポート
 京王ユース・プラザ
 京王シンシアスタッフ
 京王子育てサポート
 京王ウェルシィステージ
 京王フェアウェルサポート
 新東京エリート※

 京王電鉄（開発）
 京王不動産
 京王地下駐車場
 リビタ
 京王重機整備（賃貸）

※印は持分法適用会社です。なお、事
業セグメント分類上、京王電鉄と京王
重機整備が重複して含まれています。

（2016年9月末現在）

会社概要 （2016年3月31日現在） 京王グループ会社一覧
社名 京王電鉄株式会社

会社設立 1948年6月1日

本社所在地
〒206-8502 東京都多摩市関戸一丁目9番地1

（登記上の本店所在地 〒160-0022
東京都新宿区新宿三丁目1番24号）

資本金 590億23百万円

従業員数 2,447名

営業内容 

［鉄道事業］
路線	� 京王線、高尾線、相模原線、 

競馬場線、動物園線、井の頭線
駅数	 69駅
営業キロ	 84.7km
�輸送人員	� 年間6億5,234万人（2015年度実績）
車両数	� 851両 

（貨車5両および総合高速検測車1両を含む）

［開発事業（土地、建物の賃貸業・販売業など）］
新規賃貸資産の開発
賃貸資産の管理・営業
ショッピングセンターの管理・運営
住宅地などの販売

グループ会社数 全45社

連結業績の推移 連結営業収益の構成比率
連結営業利益
連結経常利益
親会社株主に帰属する当期純利益

（年度）2011

124

264

296

3,904

147

245

280

3,968

161

302

330

4,079

172

313

338
4,080

194

350
377

4,162

2012 2013 2014 2015

（億円）（億円）
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運輸業
28.0%

流通業
34.6%

不動産業
8.2%

レジャー・
サービス業
16.0%

その他業
13.2%

連結営業収益
4,162億円
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第三者意見

　京王グループのCSRレポートに第三者意見を寄せるのは今回

で３回目となります。全体を通して、京王グループの安全・社会・

環境に関する取り組み状況が分かりやすく伝えられている良い

レポートだと思います。トップメッセージにあるように、2015年

度、京王グループは、中期３カ年計画の初年度として、「鉄道事業

の安全性・収益力の向上」「沿線拠点の活性化」「将来的に成長が

見込める事業の拡大」など、今後のさらなる成長に向けた土台作

りを行いました。本レポートを読むと、京王グループが従来の活

動に加えて上記の３点を重視しながら社会的責任を果たそうとし

ていることがよく分かります。ステークホルダーの生の声や写真

が数多く掲載されており、顔の見えるレポートとなっている点も

特徴です。

　まず、今回のレポートで最も評価したい点は、京王グループと

して初めてCSRアクションプランを公開した点です。昨年度も指

摘させていただきましたが、CSRの重点テーマと目標を設定し、

一年間のグループの活動を振り返るとともに次年度のプランを

策定・公開することは、信頼されるトップカンパニーとして成長し

続けるために不可欠です。京王グループのCSRに対する真摯な

姿勢を高く評価したいと思います。また、次年度は重要課題の特

定とそのプロセスが掲載されることを期待します。

　安全報告では、従来通り、「『安全』は最大の使命であり、最高

のサービスである」という京王グループの方針にもとづき、安全

管理方法、人材の育成、安全文化の構築、危機に備えた訓練、施

設・設備の取り組み、日々の保守管理、災害等への備え、お客様

との連携、グループ会社の安全対策などが報告されています。

2015年度は、鉄道事業の安全性をより一層高めるべく、25カ所

の踏切を廃止する京王線笹塚駅〜仙川駅間の連続立体交差事

業について用地取得や設計業務を推進しました。また、災害等へ

の備えとして、京王線新宿駅〜笹塚駅間のトンネル内の補強や

排雪板を装備した牽引車両を導入するなどの対策を講じていま

す。P.28のTOPICSでは、2016年１月に発生した大雪による輸

送障害と再発防止策の概要がまとめられていますが、この内容か

らも分かる通り、京王グループは一つひとつ地道に安全対策を

実施しています。鉄道事業者としての第一の社会的責任である

輸送の安全性を常に向上させようとする点に、同グループの安

全意識の高さを見てとることができます。

　社会性報告のパートでは、京王グループが、「『住んでもらえ

る、選んでもらえる沿線づくり』を推進し、幸せな暮らしを実現す

る」ために、お客様の利便性・快適性の向上や多世代が生活し

やすい沿線づくり、そして、地域社会への貢献に向けて実施して

いる活動がまとめられています。2015年度は、介護付有料老人

ホーム「チャームスイート京王聖蹟桜ケ丘」や保育所を併設した

子育て支援賃貸マンション「京王アンフィール国領」を竣工しまし

た。これは、日本が抱える社会的課題を解決するための取り組み

であると同時に、同グループにとって、将来的に成長が見込まれ

る事業分野への参入でもあります。CSRは本業を通じて行うの

が最も持続的であると考えられますので、ぜひともこれらを事業

として成功させ、継続的に社会に貢献していただきたいと思いま

す。なお、今年度の社会性報告では、社員に関するデータ開示が

一層充実した点も高く評価します。

　京王グループは、電車の運転用電力を2020年度に2012

年度比で10%削減するという中期環境目標を掲げています。

2015年度は、2012年度比で約2％削減となりました。同グルー

プは、大手私鉄の中で初めてVVVFインバータ制御装置を全

営業車両に搭載し、今年度からはさらに省エネ性能の高い新型

VVVFインバータ制御装置を本格導入するなど、環境意識の高

い企業体です。従来の取り組みが評価され、今年度は、国土交通

省「平成27年交通関係環境保全優良事業者等大臣表彰」を受賞

したほか、「日経環境経営度調査」では鉄道業界で１位を獲得しま

した。鉄道は自動車と比べて環境負荷の点で優位性があります

が、この事実に甘えず、今後もグループ全体で低炭素化社会・循

環型社会の実現に向けて努力していただきたいと思います。

立教大学経営学部 教授
経済学博士

高岡 美佳
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この安全・社会・環境報告書の用紙は、環境や地域社会に配慮して
管理された森林から生産されたFSC®認証紙を使用しています。
　また、日本印刷産業連合会が認定する工場のもと、インキに含ま
れる有害な石油系の溶剤（VOC）の一部を植物性油で代用したイン
キを使用しているほか、揮発性有機溶剤を含む湿し水を使用しな
い、地球環境に配慮した水なし印刷方式で作成されています。
　なお、本レポートの原材料調達からリサイクルされるまでのライ
フサイクル全体で発生する温室効果ガスをCO2の量に換算した数
値は、1冊あたり1,200gになります。

1冊あたり

CO2の「見える化」
カーボンフットプリント
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